
■ 実習創作にあたって：ホスピタリティの構造モデル

■ 実習

実習「たかが声かけ　されど声かけ」

津　村　俊　充

鯖　戸　善　弘

図１　ホスピタリティの構造　（「ホスピタリティ・トレーニング」宇田川・岡崎・三好（2002）より）

人間関係研究（南山大学人間関係研究センター紀要）, 12, 124-134.



図２　コンテントとプロセス（グループ・レベル）（津村(2009)より作図）



■　実習の特徴として：ホスピタリティを学ぶ二重構造

図３　ホスピタリティの構造（鯖戸，2011）





■　実習の対象

ねらいの例

グループサイズ

所要時間

準備物

会場の設定



手順

ファシリテーションのポイント
○ 二重構造をもった実習であることの理解

○正解のないコンセンサス実施について



○ファシリテーターのホスピタリティ・マインドが試される
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実習使用規定 

 
ラボラトリー方式の体験学習に関するツールを公開することで、ラボラトリー方式の体験学習が広く普

及することを願って、第7号(2008)より「実習」を掲載しております。ここに掲載されている実習は、当セ

ンター研究員とその仲間によって開発され、これまでの教育実践で用いられてきたものです。使用の際には

以下の留意事項をお守りください。 

なお、ラボラトリー方式の体験学習を実施する際には、まずはご自身がラボラトリー方式の体験学習を体

験されることをお薦めします。当センターではラボラトリー方式の体験学習を用いた公開講座を開催してお

ります（詳しくは当センターの Web ページ http://www.nanzan-u.ac.jp/NINKAN/ をご参照くださ

い）。体験学習のファシリテーションを学んだ上でご使用ください。 

 

 
 

実習を使用する際の留意事項 
 
 

１．著作権は著者に属します。実習を販売することや、営利目的の発行物などに転載をすることは禁止しま

す。なお、教育目的での無料の発行物などに転載を希望される場合は、当センター事務局にお問い合わせ

ください。 

 

 
 

２．ラボラトリー方式の体験学習として教育・研修などに使用される場合には、各実習の課題シート 

（実習の指示書）に出典を明記してください。使用の際に当センターや著者に許可を得る必要はありま

せん。また、使用料も発生しません。 

 

【出典の記入例】  

出典：大塚弥生（2008）「グループ  エントランス」 

南山大学人間関係研究センター 人間関係研究, 第 7 号より 

 

 

３．課題シート（実習の指示書）をそのまま使用するのではなく、プログラムの実施状況に合わせて適宜

修正・変更した上で使用する場合は、「参考」として出典を明記してください。 

 

 
 

４．ラボラトリー方式の体験学習で大切にされている教育観（学習者中心の教育、非操作の教育、学習者

が自らの人間的成長に取り組む教育）に反する使用は禁止します。たとえば、営利目的で学習者を操作

する自己啓発セミナーなどでの使用は一切禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

http://www.nanzan-u.ac.jp/NINKAN/



